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小
中
高
生
が
加
害
者
に
な
り
得

る
自
転
車
事
故
の
高
額
賠
償
対
策

に
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

こ
れ
ま
で
も
賠
償
保

険
加
入
の
必
要
性
は
啓
発
し
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に 

一
定
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
よ

　

環
境
省
が
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
参
考
に
、
ル
ー
ル
づ
く
り

の
ひ
な
形
を
明
示
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

避
難
所
運
営
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
改
定
の
際
に
は
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
も
参
考
に
し
た
い
。

町
会
連
合
会
主
催
の
ポ
ン
プ
操
法

大
会
の
参
加
実
費
を
助
成
せ
よ

　

大
会
に
参
加
す
る
中
学
生
の
交

通
費
を
公
費
負
担
と
す
べ
き
で
は
。

　

区　

長　

主
催
者
へ
の
支
援
の

中
で
で
き
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

　

中
野
四
季
の 
都  
市 
の
開
発
を
き

ま 

ち

っ
か
け
と
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出

を
、
中
野
駅
南
側
の
街
の
活
性
化

に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
中
野
駅
周
辺
再
開
発

の
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
、
い

よ
い
よ
南
側
で
も
動
き
だ
そ
う
と

し
て
お
り
、
南
北
の
に
ぎ
わ
い
格

差
の
解
消
は
避
け
て
は
通
れ
な
い

課
題
で
あ
る
。
今
後
、
駅
南
側
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
ど
の
よ
う

に
公
民
協
働
で
進
め
る
の
か
。

　

区　

長　

中
野
二
丁
目
の
再
開

発
の
準
備
組
合
及
び
周
辺
地
区
の

方
々
、
中
野
三
丁
目
駅
直
近
地
区

の
地
権
者
等
と
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
意
見
交
換
を
行

い
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

中
野
中
学
校
移
転
後
の
跡
地
に 

避
難
所
機
能
の
確
保
を
図
れ

　

中
野
中
学
校
は
平
成　

年
に
旧

２６

中
央
中
学
校
跡
地
へ
移
転
し
、
跡

地
は
同
年
６
月
か
ら　

か
月
間
、

２８

学
校
法
人
堀
越
学
園
に
貸
付
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
地
元
住

民
の
中
に
は
、
中
野
中
学
校
跡
地

の
活
用
の
変
更
に
つ
い
て
不
安
を

抱
い
て
い
る
方
も
多
い
。
①
中
野

中
学
校
に
お
け
る
避
難
所
機
能
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
継

続
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

の
よ
う
な
運
営
協
力
体
制
を
と
る

の
か
。
②
堀
越
学
園
が
仮
校
舎
と

し
て
使
用
し
た
後
の
平
成　

年
度

２８

以
降
、
地
域
の
避
難
所
機
能
の
確

保
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

区　

長　

①
堀
越
学
園
と
の
施

設
貸
付
の
協
定
締
結
に
あ
た
り
、

地
域
の
方
た
ち
に
不
安
を
及
ぼ
す

こ
と
が
な
い
よ
う
、
具
体
的
な
協

力
体
制
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

②
地
域
防
災
計
画
で
示
し
た
と
お

り
、
地
域
に
必
要
な
避
難
所
機
能

は
確
保
し
て
い
く
。

災
害
か
ら
区
民
を
守
る 

医
薬
品
の
備
蓄
を
充
実
せ
よ

　

災
害
用
医
薬
品
の
備
蓄
と
拠
点

医
療
救
護
所
へ
の
災
害
時
調
剤
用

資
材
の
備
蓄
に
関
し
て
は
、
よ
り

一
層
の
中
身
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
。
備
蓄
医
薬
品
の
確
保
や
保
管

場
所
に
つ
い
て
早
急
に
対
処
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
現
行
備
蓄
の
確
認
、
必

要
な
医
薬
品
及
び
資
機
材
、
流
通

備
蓄
も
含
め
た
医
薬
品
な
ど
の
確

保
策
、
保
管
場
所
、
保
管
体
制
に

つ
い
て
も
内
容
を
整
理
し
、
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

①
国
や
都
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

融
資
制
度
の
紹
介
や
比
較
を
し
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、
区

と
し
て
若
者
の
創
業
を
力
強
く
支

援
す
べ
き
で
は
。
②
中
野
で
生
ま

れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
全

国
へ
発
信
す
る
こ
と
へ
の
区
の
考

え
は
。
③
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
関
係
機
関
の
紹
介
や
、
創

業
相
談
に
お
い
て
中
小
企
業
診
断

士
が
経
営
や
事
業
計
画
な
ど
に
関

す
る
助
言
と
と
も
に
、
区
の
創
業

支
援
融
資
を
始
め
、
国
や
都
、
金

融
機
関
な
ど
の
諸
制
度
を
紹
介
し

て
い
る
。
②
産
業
振
興
拠
点
の
取

り
組
み
な
ど
を
普
及
・
Ｐ
Ｒ
し
、

こ
れ
ら
に
よ
り
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

や
製
品
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創

造
し
発
信
し
て
い
く
。
③
イ
ベ
ン

ト
を
含
め
多
様
な
取
り
組
み
を
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

防
災
活
動
の
連
携
に
つ
い
て
問
う

　

①
四
季
の 
都  
市 
地
区
に
大
学
が

ま 

ち

誘
致
さ
れ
た
が
、
災
害
時
に
大
学

施
設
を
帰
宅
困
難
者
の
た
め
に
活

用
す
る
時
の
連
携
体
制
は
。
②
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
の
避
難

所
へ
の
派
遣
や
支
援
に
か
か
る
連

携
体
制
は
。
③
企
業
、
大
学
を
含

め
た
消
防
署
、
警
察
な
ど
の
連
携

や
総
合
訓
練
を
計
画
し
て
は
。
④

地
域
住
民
も
含
め
四
季
の
森
公
園

で
大
型
防
災
訓
練
を
行
っ
て
は
。

⑤
大
学
施
設
を
利
用
し
、
日
本
防

災
士
機
構
の
講
習
会
を
開
い
て
学

生
の
防
災
士
育
成
に
協
力
し
て
は
。

　

区　

長　

①
現
在
、
帰
宅
困
難

者
一
時
滞
在
施
設
の
運
営
に
あ
た

り
、
開
設
手
順
や
運
営
組
織
な
ど

検
討
し
て
い
る
。
②
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
じ
て
各
地
域
の
活
動
に

従
事
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

③
地
域
住
民
や
民
間
企
業
を
含
め
、

防
災
関
係
機
関
と
の
平
常
時
か
ら

の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
。
④
地

域
住
民
や
各
機
関
の
相
互
協
力
な

ど
も
含
め
た
総
合
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て
、
手
法
な
ど
検
討
し
た
い
。

⑤
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

図
書
館
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
の

導
入
を

　

区
内
企
業
な
ど
に
図
書
館
の
雑

誌
の
定
期
購
読
料
を
負
担
し
て
も

ら
い
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
た
企

業
は
雑
誌
の
カ
バ
ー
に
社
名
や
広

告
表
示
が
で
き
る
「
図
書
館
雑
誌

ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

　

教
育
長　
「
図
書
館
雑
誌
ス
ポ

ン
サ
ー
制
度
」
は
、
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
ほ
か
、
財
源
の
確

保
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

資
源
の
持
ち
去
り
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
①
古
紙
持
ち
去

り
を
撲
滅
す
る
た
め
に
、
関
係
法

規
に
罰
則
規
定
を
定
め
て
は
。
②

古
紙
業
界
と
の
連
携
や
持
ち
去
り

根
絶
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
装
置
を
活
用
し
、

古
紙
違
法
持
ち
去
り
業
者
が
持
ち

込
む
買
取
業
者
を
特
定
し
て
指
導

を
行
っ
て
は
。
③
地
域
の
連
携
や

警
察
へ
の
情
報
提
供
に
よ
り
蓄
積

し
た
情
報
を
周
辺
自
治
体
間
で
共

有
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
他
自
治
体
で
の
抑

止
効
果
な
ど
を
研
究
し
た
い
。
②

先
行
実
施
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
町
会
や
古
紙
回
収
・
買
取
業
者

と
検
討
し
た
い
。
③
特
別
区
で
必

要
な
情
報
共
有
を
図
り
、
近
隣
区

と
の
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

詐
欺
被
害
か
ら
高
齢
者
を
守
れ

　

高
齢
者
の
詐
欺
被
害
が
増
え
て

い
る
。
①
事
件
と
し
て
確
定
が
難

し
い
投
資
目
的
詐
欺
に
対
し
て
の

警
察
と
の
連
携
方
法
は
。
②
悪
質

商
法
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
商
店

街
関
係
者
や
タ
ク
シ
ー
業
界
な
ど

を
加
え
た
関
係
機
関
と
定
例
的
な

会
議
を
設
け
、
情
報
交
換
の
対
象

を
拡
げ
て
被
害
防
止
に 
繋 
げ
て
は
。

つ
な

　

区　

長　

①
詐
欺
的
要
素
が
強

い
場
合
、
警
察
に
通
報
を
勧
め
て

い
る
。
②
効
果
的
な
情
報
連
絡
体

制
に
向
け
対
象
拡
大
を
検
討
す
る
。

区
主
導
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を

　

災
害
時
の
自
立
性
確
保
、
環
境

や
地
域
貢
献
の
視
点
な
ど
か
ら
、

中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
中
核

と
な
る
新
区
役
所
他
、
各
施
設
整

備
や
エ
リ
ア
開
発
に
お
い
て
の
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
区
主
導
で

行
う
べ
き
で
あ
る
。
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

ま
ち
全
体
の
低
炭
素

化
や
防
災
性
、
区
役
所
の
自
立
性

確
保
を
図
る
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
安
定

的
か
つ
低
コ
ス
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
や
施
設
整
備
に
配
慮
し
た
い
。

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
や
建
物
間

融
通
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的

利
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

地
域
独
自
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
を

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
増
え
て
い
る
。

地
域
独
自
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
づ

く
り
、
当
該
区
域
の
地
域
防
災
会

と
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
構
築

が
必
要
と
考
え
る
。
区
の
考
え
は
。

　

区　

長　

現
在
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
、
地
域
連
携
の
中
で
活
用

し
て
い
く
方
法
を
検
討
し
た
い
。

　

区
は
平
成　

年
度
、
小
学
校
の

２３

臨
海
学
園
を
廃
止
し
た
。
平
成　
２４

年
度
か
ら
は
小
学
５
・
６
年
生
を

対
象
に
「
海
で
の
体
験
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。
①
「
海
で
の
体

験
事
業
」
は
、
子
ど
も
教
育
部
で

は
な
く
学
習
ス
ポ
ー
ツ
担
当
が
所

管
し
、
参
加
対
象
を
広
げ
る
な
ど

区
の
看
板
事
業
と
し
て
発
展
さ
せ

て
は
ど
う
か
。
②
臨
海
学
園
は
自

然
体
験
な
ど
が
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
あ
り
、
学
習
効
果
も
高
い
。

「
海
で
の
体
験
事
業
」
と
は
別
に

復
活
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

　

教
育
長　

①
小
学
生
が
対
象
で

あ
る
た
め
子
ど
も
教
育
部
の
所
管

と
な
る
。
対
象
者
の
拡
大
な
ど
実

施
形
態
を
見
直
す
場
合
に
は
、
改

め
て
考
え
て
い
く
。
②
児
童
の
安

全
確
保
上
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
、
現
状
で
の
復
活
は
難
し
い
。

産
業
振
興
の
た
め
の 

成
長
戦
略
に
つ
い
て
問
う

　

①
区
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
コ
ン
テ
ン

ツ
産
業
の
集
積
を
狙
い
「
産
業
振

興
拠
点
」
の
事
業
共
同
体
を
設
立

し
た
。
こ
の
拠
点
に
は
区
に
実
体

の
な
い
事
務
所
登
録
が
あ
る
と
も

聞
く
が
、
区
の
運
営
上
の
責
任
や

関
与
は
な
い
の
か
。
②
区
は
ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
促
進
支

援
を
掲
げ
て
い
る
。
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
事
業
は
大
手
企
業
で
先
行
し

て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
中
小
事
業

者
が
大
半
で
あ
る
区
内
で
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　

区　

長　

①
不
適
切
な
利
用
へ

の
対
応
ル
ー
ル
は
運
営
事
業
者
が

定
め
る
。
区
も
随
時
、
実
地
確
認

な
ど
必
要
な
対
応
を
と
る
。
②
今

年
度
か
ら
開
催
す
る
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
促
進
セ
ミ
ナ

ー
に
お
い
て
、
中
小
事
業
者
に
も

参
入
機
会
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
な
ど
の
分
煙
対
策
を

　

①
中
野
駅
周
辺
に
は
、
昼
間
人

口
の
増
加
を
踏
ま
え
た
充
分
な
喫

煙
場
所
が
な
い
。
北
口
広
場
と
南

口
周
辺
に
喫
煙
所
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。
②
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

な
ど
区
有
施
設
に
お
け
る
分
煙
対

策
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

①
北
口
に
は
既
に
３

カ
所
あ
る
た
め
設
置
予
定
は
な
い
。

南
口
は
検
討
し
た
い
。
②
国
の
通

知
に
よ
り
公
共
空
間
は
全
面
禁
煙

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
や
む
を
得

な
い
場
合
の
み
、
適
切
な
喫
煙
場

所
を
確
保
し
、
分
煙
を
徹
底
し
て

い
る
。

　

み
ん
な
の
党　

石
川　

直
行

自
転
車
事
故
の
高
額
な

賠
償
責
任
の
対
策
に
取
り
組
め

自
由
民
主
党
議
員
団　

若
林　

し
げ
お

臨
海
学
園
の
復
活
を
検
討
せ
よ

公
明
党
議
員
団　

小
林　

秀
明

若
者
の
起
業
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
へ
の
支
援
を
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区
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
、

　

ご
要
望
な
ど
は
、
区
議
会
事
務
局
ま
で

Ｅ
メ
ー
ル

自
由
民
主
党
議
員
団　

内
川　

和
久

中
野
駅
南
口
周
辺
地
域
に

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

自
由
民
主
党
議
員
団　

高
橋　

か
ず
ち
か

古
紙
な
ど
の
資
源
持
ち
去
り
を

根
絶
せ
よ


